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1. 緒言

Rhizoctonia solani KUHNによる豆類の病害は，そ

の症状により葉腐病 (web-blight)，根腐病 (rootrot)，茎

腐病 (stemrot)，立枯病 (damping-off)などと呼ばれ世

界各地で発生が報告されているト5)。 そのうち，とくに

インゲン，ダイズに対する本菌の寄生性および病原性に

ついては古くから多くの研究が行なわれている2，6-10)。

本邦においてはエンドウ，ソラマメの茎腐病12)，インゲ

ン，アズキの葉腐病11，14)，タイズのくものす病あるいは

葉腐病11，14)があり，何れも主に茎や葉に発生する病気で

ある。またインゲン，ダイズ，ナンキンマメなどの匹軸

や根から本菌を分離し，それらを培養性質問や菌糸融

合17)により類別しようとする試みもなされてLゐ。しか

しインゲン，ダイズおよびアズキの地際部や地下部の根

腐症状の発生とその病原菌の類別については明らかで

ない。

1975年北海道大学農学部農場において播種後 30日前

後のインゲン (Phaseolusvulg，ω引:)，ダイス (GかClne

川 ax(L.) MERR)， アズキ (Phaseolusradiatus var 

aurea PRAIN)の地際部や地下部の激しい根腐症状と初

生葉や本葉に葉腐症状が発生した。病原菌を分離，同定

した所 R 的 laniであることが判明した。以下本病の病

徴，発生状況ならびに病原菌の類別などについての実験

を行った結果について報告する。

なお本究研を行うに当りほ場の貸与と多大の御援助を

頂いた北海道大学農学部中世古公男博士，並びに分離菌
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煩の分類，同定に御協力を頂いた財団法人発酵研究所横

山竜夫博士に深甚な謝意を表わす。

II. 実験ほ場および方法

実験lま場・ 1975年北海道大学農学部農場の一部にお

けるインゲン，ダイズ，アズキの窒素反応比較試験区

のうち慣行栽培区を利用した。各試験区の面積は 36m2 

(9x4 m)，株間 30cm， 2本立ての方形植とし， 4反復設

け5月20日播種した。何れの試験区も前作はサトウダ

イコンで、ある。

病斑からの糸状菌の分離・ 供試羅病植物の際軸病j涯

を殺菌メスで切り取り，常法により有効塩素濃度1%の

アンチホノレミンで3分間表面殺菌後， ショ糖加l用ジャガ

イモ煎汁寒天培地 (PSA)(pH 4.0) 上に置き， 250C で 2~

4日間培養後出現菌類を分離し， PSA斜面培地に培養保

存した。

土壌接種: 病斑から分離した菌類の病原性試験のた

め， {共試菌株を 500ms三角フラスコ中のショ糖加用シ

ャガイモ煎汁液体培地 (50mめで 10日間培養後，プラ

スコ 51闘の菌体ホモジネートを 60x80x15cmの木箱中

のパーミキュライトを加えた殺菌土壌かえーミキュラ

イト.土壌=1:1)と良く混合し接種土壌とした。 R.

的 luniについては同様 1箱当りlOgの菌体を接種した。

III. 実験結果

1 病徴および発生状況 1975年6月播種後約 30日
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目のインゲン，ダイズ，アズキの座軸地際部と地下部に

暗褐色~茶褐色の病斑が見られ，時には欠株となった被

害株を多数認めた(図版 1，1)。とくにインゲンの発芽前

あるいは子葉展開前に感染したものは子葉に褐変病斑を

生じ，激しい場合は立枯症状を示した。生育した苗も展

開葉は葉腐症状を呈し，奇形となり，時には成葉が葉

柄のつけねから下に垂れ，枯死するに至った(図版 1，

2)。子葉展開後の感染個体は地際や怪軸部の地下部の禍

変が顕著であり，病勢の進展に伴ない，褐変病斑は匹車由

の周囲を取りまき，健全部との境界は比較的明瞭であっ

た。病斑全体は僅かに凹陥しさらに病勢の進展した個

体では皮層部や根部の褐変え死がおこり，生育は著しく

阻害された。時にIff軸に褐色不整形の菌核の形成がみら

れた(図版 1，3)。ダイズ，アズキはインゲンより褐変程

度が少なく，かつ病斑も小さかった(図版 1，5)。

インゲン(品種.大正金時，十勝白金時)，夕、イズ(品

種:十勝長葉， Harosoy)およびアスキ(品種・宝小豆，

暁大納言)を 6月20日にそれぞれ 100-200個体抜き取

り発病調査を行った。全供試個体中匹軸部に褐変病斑の

認められるものを発病株としそれらの占める割合を発

病率とし百分率で表示した。また褐変程度により o(健

全)から 4(裕変病斑が佐軸部を取り聞いているもの)ま

で5段階の発病指数を設け(図版 1，4，6)，発病度を比較

した(第 1表)。

インゲン，ダイズ，アズキのうち，インゲンはとくに

第 1表 ほ場における根腐病発生状況

""" I供試[発病率|
供試作物| 品 種 !個体数 11%)1発病度a)

120 I 68.3 1 1.63 
インゲン

寸勝白金時 I 116 I 側 I 1.48 

ダ イス
ト勝長葉 I 200 I 45.0 1_ ~.98 
Harosoy I 211 I 37.0 1 0.68 

アズキ
宝 小 豆 | 162 I 40.1 1 0.88 

185 I 38.9 I 0.79 

a) 発病度=I; (発病指数×当該株数)/調査総株数

匪軸部の褐変が著しく，発病率，発病度ともに最も高く，

2品種とも 70%近い個体が発病していた。インゲン品

種大正金時，十勝白金時との聞に発病率，発病度ともに

大差は認められなかった。ダイズは品種により発病率，

発病度ともに差異が認められ，十勝長葉より Harosoy

が抵抗性であった。一方アズキでは宝小豆，暁大納言の

聞に発病率，発病度とも大差なく，タイズ2品種の中間

のf直を方言した。

2 病斑から分離される菌類 インゲン，ダイズ各2

品種，アズキ 1 品種の各擢病個体 100~150 個の旺軸病

斑から分離される菌類の出現割合を第 2表に示した。

インゲン品種大正金時，十勝白金時何れの病斑からも

R. so/.白川の分離率が最も高く， ついで F.oよysporulIl

第2表 豆類経科l病斑から分離される菌類と分離頻度

イ γ ゲン ダ イ ス アスキ
分 高Ilt 菌 類

! )~ lE金時|十勝白金時
fl 

十勝長案 Harosay 宝小豆

Rhizocton ia solan i 87 (58.0%)! 61 (49.6%) 14 (15.9%) 9 (10.2%) 40 (22.2%) 211 (33.6%) 

FusariulIl oxysρarul/I 31 (20引 39仰 % ) 45 (51.1%) 63 (71.670) 110 (61.7%) 289 (46.0%) 

I! solani 3 (2.0%) 2 3 l 3 12 ( 1.9%) 

F. gra川iniaru川 10 ( 6.7%) 8 1 9 。 28 ( 4.5%) 

Alternaria altcrnata 10 ( 6.7%) 7 12 (18.6%) 2 2 33 ( 5.3%) 

Botorytis cinerea l 2 3 3 8 17 ( 2.7%) 

GliocladiulIl catenu/.μtum 。 O 5 1 。 6 ( 1.0%) 

PenicilliulIl janthinellul/l 2 2 1 O 5 10 ( 1.6%) 

P. paraherquei 4 1 。 O 4 9 

Muιor circinclloides O O 1 。 5 6 

未同定菌 1 1 1 3 。 2 7 

// 2 1 O 。 。 。 1 
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が多かった。ダイズおよびアズキでは各品種とも F目

。めψorumの分離率が最も高く，ついでR.岬laniで

あった。R.solaniの分離率はインゲン>アズキ>ダイ

ズの順で，とくにほ場において最も発病率の低いダイズ

の Harosoyではその分離率も最も低くかった。その他

病斑部から分離される菌類は Alternariaalternata， F. 

solani， F.目 gra川 日liarunt，Botrytis cinerea， Penilιiι 

lium sp. Gliocladium catenulatum， l¥1ucor circinel-

loidesなどであったが，何れも数%にすぎなL、。

さらにインゲン，ダイズおよびアズキの各品種から分

離された R.solaniを生越 (1972)18)の方法により菌糸

融合に基づき類別した(第 3表)。

インゲン，ダイズおよびアズキの各品種よりの R.

solani分離株は菌糸融合群第 1群 (AG-1)，第4群 (AG-

4)および第 5群 (AG-5)に属し，そのうち AG-1が最

も多く，ついで AG-5，AG-4の順であった。各菌糸融

合群の代表菌株の培養型は図版 I，9に示した。その他

アズキからは2絞の Rhizoctonia属菌が l菌株分離さ

れた。

3. 分離菌類の病原性 インゲン，ダイス，アズキの

各罷病株病艮iから分離された菌株およひ‘各菌糸融合群に

属する R.solaniをそれぞれ殺菌土嬢に接種し，インゲ

ン(品種;大正金H寺)，ダイズ(品種;Horosoy)，アズキ

(品種，宝小豆)を播種し， 230Cの温室にて 1カ月間栽培

したのち，発病率と発病度を調査した(第4表，第 5表)。

病斑から分離された菌類のうち R.solani以外に全て

第 3表 豆類目玉制i病斑より分離される R.solalliの綴別

R. solani菌糸融合苦手
供試作物 U仁II1 種 Jith s 五十

第 1群 第 4 群 第 5 群 Rhizoctonia 

一時|河川| 3 (3.5%) I 
5 (問~ I O 87 

インゲン
十勝白金時 川 1 .8%) 2 (3.370) i 3 ( 4.9%) 。 61 

十勝長案| 7 (50.070) I 3 (21.4%) 4附%) I O 14 
タぶ イ ズ

Harosoy 5 (55.6%) 2 (22.2%) I 2 (22.2%) O 9 

ア ス キ 宝 豆|川5.0%) I 4仰% ) | 9仰%) I 1 (2.5%) 40 

メIコ入 主十 1173 (82.2%) 1 14 (6.6%) 1 23仰%) I 1 (0.5%) 211 

第4表 豆類膝}樹l病庇より分離されに菌類の病原性

分離源

作物 l品

| インゲン a) ダイズa ア ズ キa)

fJ~試菌株

Fusarium 0ムrysヨ'Jorum 1 

ノア 2 

Fusαrium solani 1 

I! 2 

Fusarium gramintω.u川

Alternaria alternata 

βotorytls cmerea 

Gliocladium catenulatum 

米 同 定 菌 1 

11 2 

対照区(無接種区)

a) 供試個体数:20-22本

インゲン

ダイズ

インゲP ン

I! 

11 

ノ/

ア スキ

ダイ ズ

刀y

インゲ?ン

種 |発病率 i発病度|発病率|発病度 i発病率|発病度

I (%) I (%) I I (%) 

~.o I ~.05 I 
O 0.1 

卜勝長案 5.0 O 

大正金時 15.0 0.15 。 o 4.4 0.1 

十勝白金時 4.8 0.05 O o 。 。
大正金時 O 。 O O 。

ノケ 。 O 9.5 0.12 I 5.0 0.1 

宝 小 豆 21.1 0.21 O 10.0 0.1 

十勝長楽 。 O 4.8 。 O 

11 25.0 0.2 16.7 0.2 4.2 0.3 

大正金時 O 。 。 。 O 。
O O 。 。 。 。
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第 5表 E主軸部病斑より分離された R.solaniの病原性

lTl発病度

ダイスb) アスキb)

繭糸融合群 分 離 源

発(病%)率 I発病度 発(病%)率 I発病度

s-1 インゲン(大正白金時) 44.4 2.0 10.0 0.1 36.7 1.3 

T-3 λy (大正金時) 61.1 2.1 。 。 63.3 1.2 

AG-1 DH-4 ダイ ス (Harosoy) 88.9 3.2 6.7 0.1 70.0 1.6 

A-8 ア ズキ(宝小豆) 66.7 2.6 。 。 63.3 2.1 

A-10 1/ 1/ 100 3.7 10.0 0.1 33.4 2.3 

s-3 インゲン(大正白金時) 33.3 0.5 10.0 0.2 56.7 0.9 
AG-4 

A-1 アスキ(笠小豆) 33.3 0.4 13.3 0.1 56.7 1.2 

|叶 インゲン(大正金時) 46.7 0.8 0.2 0.3 
AG-5 

DH-2 ダイ ズ (Harosoy) 83.3 1.2 36.7 0.4 64.1 1.5 

2 核
Rhizoctonia A-11 I ア ズ キ ( 宝 小 豆 ) Iω|0.2  

対照区(無接種区) I I 0 I 0 

ハ

リ

ハ

U

A

U

A

U
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a) 21-24個体供試 b) 30-35個体供試

の供試植物に比較的強い病原性を示したのは，未同定菌

の 1菌株のみであった。その他インゲンに対して病原性

を示したものは F.。‘τyψ01"U1I1， F. solall iの他 Botr)山5

Clllereaであった。 ダイズに対しては F.oxyやorUJ/l

の他 .4.alterllata， GliocladiuJ/l catellulatum，アス、キ

に対しては F.oxy王子orUIIl， F. solani， B. cinereaが僅

かに病原性を示した。これら病原性を示す全ての菌株は

何れも病原性は弱く，各供試植物の主根を褐変させるほ

か，日主軸部に小さな境界の明らかでない褐変病斑をつく

るが，何れも圃場で見られる病斑とは異っていた。

一方，病斑から分離された R.solaniと2核の Rhizoc-

tonia sp.の接種実験から， AG-1に属す全ての菌株は

インゲンに最も強い病原性を示し，次いで AG-5，AG-4 

のJI顕であった(図版 II，7)。アズキに対する病原性も

AG-1が最も強く(図版 II，8)，ダイズに対しては AG-

4， AG-5の方が AG-1より病原性が強かったが，何れ

の菌株も病原性は他のマメに対するより弱く小さい褐変

病斑を主根に近いIK軸部につくった。また，各菌株の病

原性が，その分離されたマメに対しとくに強いという傾

向はなかった。これら R.solani各菌株の接種により現

われるインゲン，ダイズ，アズキの病徴は，何れも関場

で観察された病斑と類似した症状を示した。また，同一

菌糸融合群に属する菌株の間で，それぞれ寄主に対する

病原性に若手差異がみられた。 2核の Rhizoctoniaは

インゲン，アスキに対し僅かに病原性を示したが，発病

率，発病度とも供試した全ての R.solani菌株より低か

った。

4. 感染源一般に R.solaniは典型的土壌伝染

性病原菌とされているが，種子伝染する例も知れてい

る6)。 そこで本病の伝染方式を明らかにするためインゲ

ン2品種(大正白金時，十勝白金時)の種子から菌類の分

離を試みた。それぞれ200粒ずつ，常法によりアンチホ

ノレミンで，表面殺菌後，酸性脱海水寒天培地と酸性 PSA

上に各々 100粒ずつ置き，そこから出現する菌類につい

て調査した。その結果大正金時では 75%の種子から，

十勝白金時では 62%の種子から .4lternariaalternata 

が分離されたが，R目 solaniは全く分離されなかった。

次いインゲン，ダイズ，アズキの各種子を有機水銀剤

により表面殺菌を行ったものと無殺菌種子をそれぞれ発

病問場の土とこれを高圧蒸気殺菌したものに播種し，

23
0

Cで 21日間生育させ，発病率と発病度を調査した

(第 6表)。

インゲン，ダイズ，アズキとも殺菌土壌中に矯種した

ものは種子消毒の有無にかかわらす。発病は認められなか

った。一方発病土壌に播種したものは全て発病が認めら

れた(図版 II，10， 11， 12)。発病率，発病度とも前述の園

場における発病調査および接種試験結果と同様インゲン

が，最も高く，ついでアズキ，ダイズの順であり，種子

消毒の影響は顕著で、なかった。

さらに本病の発生が土壌中に存在する R.solalliに起
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第 6表 土壌殺菌および種子消毒の有無と根腐病の発病

イ ン ゲ ンa) ダイ ズb) ア ズキb)

{共試土嬢 種子 1商議 大正金持 l十勝白金時 Harosoy 2主 IJ、豆

発(病%)率 I発病度 発(病%)率 I発病度 発(病%)率 I発病度 発(病%)率 I発病度

発病地土菌壌) 
+ 38.9 0.50 36.2 0.33 40.0 0.40 

(無殺 44.4 0.72 38.9 0.61 I 30.0 0.33 36.7 0.37 

+ O O O O 。 O O O 
向上殺菌土壌 。 O 。 O 。 。 O O 

a) 20-25個体供試 b) 30-35伺体供試

第 7表 豆類栽培ほ場土壊からのアマ茎による捕捉法による Rhizoctonia属菌の分離

供試土壌
菌 糸 日虫 ノに弘Z、 群 2 核

(栽培ほ場)
品種名

捕捉率 Rhizsctonia 合
AG-1 AG-4 AG-5 

インゲン 大正金時 26目5 23件3.4%) ~ (1~.=~-) [10州) 12 (22.670) 53 

十勝白金時 18.0 16性2.1%) 2 ( 5.370) i 6 (15.8%) 14 (36.8%) 38 

タぷ イ ス Harosoy 14.5 19 (65.5%) 6 (20.7%) 4 (13.8%) 。 29 

ア ズ キ 宝 小 豆 16.5 14 (42.4%) 6 (18.2%) 4 (12.270) 9 (27.3%) 33 

メI、I 百十 172 (47.1%)I 22 ( 叫 )I叫 5叫 35仰%)I 153 

第 8表 豆類栽培ほ場からの植物残澄法による Rhizoctonia属菌の分離

供試土嬢
菌 糸 肩i虫 メl、I 

(栽培ほ場)
品種名 I Dt:~_~ 4. 2で :J 合

(%) 
AG-1 AG-4 

イ ンゲン!大正 金 時 12.5 11 (44.0%) 8 (32.0%) 4 (16.0%) 2 (8.0%) 25 

十勝白金時 7.0 6件2.8%) 2 (14.3%) 5 (35.7%) 1 (7.170) 14 

タ戸 イ ス lい oy 4.5 4件4.4%) 4 (44.470) 1 (11.1%) O 9 

ア ズ キ宮小豆 5.5 1 ( 9.1%) 1 ( 9.1%) 5件5.5%) 。 11 

ノに、l 計 I 26 (44.1%) I 15 (25.4%) I 15 (25.4%) I 3 (5.1%) I 59 

因することを確かめるため，アマ茎捕捉法19)，植物残i透

法16)により，インゲン，ダイズ，アズキの栽培園場土か

らの分離を試みた。また同時に儲別浮上法20)により，

各土壌中からのR.solaniの菌核の検出を行ない，分離

された全ての R.solani菌株を菌糸融合に基づき類別し

た(第 7表，第8表)。

第 9表豆類栽培ほ場における R.solani 
の菌核数a)

アマ茎捕捉法，植物残澄法による R.solaniの分離率

はインゲン大正金時の栽培闘場土で最も高く，十勝白

金時，ダイズおよびアズキ栽培圃場土では大差を認め難

かった。何れの圃場土においても両分離法により分離

された R.solaniは AG-1に属する菌株が最も多く，

供試土壌|口
(栽培ほ場) I rm 種直冠五時合群
インゲン|大正金時 3.50 AG-1 

十勝白金時 2.25 AG-1 

ダイズト Harosoy 1.63 AG-1 

アズキ宝小豆 1.58 AG-1 

a) H202を用いた宮市別浮上法による。
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AG-4， AG-5の菌株の分離率は圃場により若干異なる うち， AG-1に属する全ての菌株はインゲン，アズキに

傾向があった。また，第9表に示したように各圃場土， 対し;最も強い病原性を示し， AG-4， AG-5 iこ属する菌株

乾土 100g当りの菌核数も大正金時栽培圃場土で最も多 は夕、イズに対し AG-1の菌株より若干強い病原性を示

く，ついで十勝白金時，アスキ，ダイズ栽培闘場土の11頂 した。

であった。何れの悶場においても，菌核から得られた菌 同じ菌糸融合群に属す菌株間に，病原性の強弱はあっ

株は AG-lに属するものであった。 たが，何れの菌株もインゲン，アズキに対し，ダイズよ

IV. 考察

R. solaniによるインゲン，ダイズの怪軸地際部ある

いは褐変症状は stemrotあるいは rootrotされ， 国

外では圃場における発生も報告されている3ム札10)。本邦

における R.solaniによる豆類の病害はエンドウ，ソ

ラマメの茎腐病12)， インゲン， ダイズ， アズキの葉腐

病11.13.14.15)が野外で発生すると報告されているにすぎ

ない。ダイズの葉腐病は別名“くものす病"とも呼ばれ，

主に畦畔ダイズの茎の地際部と根部を侵害し，根を腐朽

せしめるとされている13)。本研究においてはダイズの他

インゲン，アズキにも同様匹軸地際部や地下部に暗褐色~

茶褐色の病斑が現われ，病勢の激しい場合は立枯症状を

示し，欠株も認められた。子葉展開前に感染したものは

出芽障害が起こり，あるいは子葉に褐変病斑が現われ，

展開葉は時に葉腐症状を呈し奇形となった。インゲンに

おいては地際部や地下部の匪軸の褐変が顕著であり，こ

れら病斑と健全部との境界は比較的明瞭であった。イン

ゲン，夕、イズ，アズキのこれら病斑からは R.solani， F. 

oxyペporumの分離頻度が高く，その他 F.solani， F. 

graminearu1/l， A. alternata， B. ciner，ω などが分離さ

れた。これら分離菌の各寄主に対する接種試験の結果 R.

solaniにより匪軸部の褐変様相など園場でみられたと同

じ病徴が再現された。圃場における発病率，発病度とも

にインゲンが最も高く 70%近い個体に発病が認められ，

ついでアズキ，ダイズの11債であっ七。とくにダイズでは

品種により発病が若干異なり Harosayが最も抵抗性で

あった。この傾向は接種試験の結果と同じである。

また，R. sola削をインゲン，タイズーなど分離した植物

の種類別に，あるいはインゲンに対する病原性に基づき

類別しようとする試みもある3，8，10.16)。これ迄本邦にお

いて豆類から分離された R.solaniの類別をみると渡辺

ら16)が IIIA型としている AG-417)，河本ら19)が A型

としている AG-517 • 21 ) に属するものが多い。 ダイズで

はその他 IA型 (AG-l)が報告されている16)。供試圃場

のインゲン，ダイズ，アズキの匪軸部病斑から何れも R.

solani菌糸融合群 AG-1に属す菌株が最も多く分離さ

れ，ついで AG-4，AG-5であった。これら分離菌株の

りも強い病原性を示す傾向が認められた。渡辺ら初)は

インゲンに対し， IA型 (AG-1)，IIIA型 (AG-4)に属す

る菌株が極めて病原性が高いとしている。また，ダイズ

の葉に対し IA型 (AG-1)が病原性の強いことを認めて

いる。その他宇井ら22)も AG-lに属する菌株がインゲ

ン，J!E軸に対し強い病原性を示すことを観察している。

AG-5に属する菌株は北日本を中心に分離されるとさ

れ17)，北海道においてはインゲン匪軸病斑からしばしば

分離されている21)。これらの事実も豆類の地際および地

下部脹軒に対し，R. solaniのうち AG-l，AG-4およ

び AG-5iこ属す菌株が強い病原性をもつことを裏付け

ている。野外のインゲン，ダイズおよびアズキに発生す

るリゾクトニア病は畦畔ダイズに知られている13)のみで

他は接種試験によるものである。以上のインゲン，ダイ

ズおよびアズキの R.solaniによる病害はその症状から

葉腐病や地上部を主に侵害するダイズのくものす病と別

にそれぞれリゾクトニア根腐病 (Rhizoctoniaroot rot) 

と呼ぶことを提案したい。

本実験で、分離された R.solaniは種子からは分離さ

れず，インゲン，ダイズ，アズキ栽培土壌からアマ茎ト

ラップ法，植物残溢法により分離され，また本病の主因

と認められる AG-1に属する菌株は土壌中に菌核の状

態で存在しており，園場の汚染が発病の最も大きな原因

と結論される。

v.摘 要

1. 1975年6月，北海道大学農学部第一農場内の実験

圃場で，インゲン，ダイス¥アズキに Rhizoctoniasolani 

による激しい根腐症状が発生した。

2. 播種 30日後のインゲン発病株の旺軸地際部と地

下部に陪褐乃至茶褐色の病斑が現われ，ときに欠株も見

られた。病斑はダイズ，アズキにおけるよりも色が濃く

大型で， A壬軸を取りまき，健全部との境は明らかであっ

た。また，子葉には褐色病斑が見られ，展開葉は奇形と

なり，ときに成葉は葉柄つけ根から垂れ下り，ついで株

全体が枯死する例もあった。また脹軸に褐色不正形の

R. solaniの菌核が見られた。

3. A壬軟病斑部から分離された菌類のうち，圃場と同
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じ病徴を示したものは R.solaniであった。その菌株は

菌糸樋h合群 AG-1Vこ属するものが最も多く，次いで AG-

5， AG-4であった。

4. 接種試験によると，インゲンは臨軸の褐変が最も

著しく，発病率，発病度とも最も高く，約70%の個体が

発病した。アズキはこれより発病は少く，ダイズは比較

的抵抗性であった。

5. 発病畑の土壌からアマ茎補捉法，植物残澄法によ

りR.solani AG-1， 4， 5が分離され，飾別浮上法で菌

糸融合群 AG-1Vこ属す菌株が得られた。供試した種子

から R.solaniは分離されず，本病の感染源は土壌中に

あると認められた。

6. インゲン，夕、イズ，アズキの本病は，これまで主

として地上部に発生する葉腐病と区別し， リゾクトニア

根腐病 (Rhizoctoniaroot rot)と呼ぶことを提案した。
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Summary 

A serious Rhizoctonia root rot of bean， adzuki 

bean， and soybean seedlings was found in the 

University Farm in Sapporo in 1975. The symp-

toms were characterized by the necrotic lesions， 

dark to light brown in colour on the hypocotyles 

and roots near soli line. Bean seedlings were most 

severely diseased followed by adzuki beans and 

soybeans. Among sever丘1fungi isolated from th巴

lesions， all isolates of Rhizoctonia solani only re-

produced the五eldsymtoms in inoculation exper-

iments. R.岬 lanibelonged to hyphal anastomosis 

group AG-1 was rnost frequently isolated from the 

diseased plants， and was rnost pathogenic to bean 

and adzuki bean seedlings， while the isolates be-

Jonged to AG-4 and 5 were less frequent and they 
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were rnore pathogenic to soybean seedlings than 

beans and adzuki beans. 

Three anastornosis groups， AG-l， 4， and 5 were 

isolated frorn the plant debris particles r巴rnained

in the五eldsoil， and frorn the baits of flax stern 

pieces incubated in the soil. The sclerotia belonged 

to AG-l were extracted frorn the soil. 

図版説明

図版 1. 1-2: ほ場におけるインケ‘ンの根腐症状の発生状況

3: インゲンのJff軸部に形成された R.solaniの菌核(矢印)

4，6 : インゲンおよびアズキの発病指数段階

5: ほ場における〆イスにみられる病徴

図版 II. 7: 底軸部病斑から分離された R.solaniの各菌糸融合群のインゲンに対する接種試験結果

(AG-1: S-1， PH-4， A-8， A-IO， T-3， AG-4: A-l， S-3， AG-5: T-6， DH-2， 2核の

Rhizoctonia sp. A-ll) 

8: 向上，アスキに対する接種試験結果

9: 廃軸音i病斑から分離された R目 solaniの菌糸融合群 (AG-l:S-l， DH-4， A-8， AG-4 : 

A-l， AG-5: T-6， DH-2) 

10-12 : 加圧殺菌土壌，発病地土壊に播種した各々インゲン，ダイス，アズキの病徴:TKS=イン

ゲン(大正金時)殺菌土壌， TKN=インゲン発病地土壌， D-S=タイズ殺菌土壌， D-N= 

〆イス発病地土壌， A-Sニアズキ殺菌土曜連， A-N=アズキ発病地土嬢
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